
目指す生徒像

Ａ 十分に達成した（８０％以上）

Ｂ 概ね達成した（６０％以上）

Ｃ あまり十分でない（４０％以上）

Ｄ 不十分である（４０％未満）

現状と課題 課題解決の取組 学校関係者評価

安全教育・安全管理
学校安全計画に基づき、年間を通し
て、各教科やホームルーム活動、学校
行事等で安全教育に取り組んでいる。
災害から命を守る知識や判断力を高
めるため、救急救命講習の実施を検
討する。

ホームルームやアセンブリー等で安全教
育・安全指導を行っている。
また、学習環境の安全点検・整備を毎月
初めに実施している。
昨年度は地震対応に津波対応も加え
避難経路を見直して避難訓練を実施、防
災・安全教育の充実を図った。

定期的な安全点検や避難訓練に加
え、交通安全指導の徹底と外部人材を
活用した防災教育並びに救命救急講
習等も実施すべきである。

生活指導
自分自身で持ち物を管理することが不
得手であったり、時間に対する概念が
おおらかな生徒や授業に対する集中
力を持続させることが苦手な生徒が多
い。
また、自転車・原付通学の生徒も多く、
交通安全指導の徹底も重要である。

基本的生活習慣を身につけ、社会の一員
として十分な資質を身につけられるよう家
庭、地域、関係機関とも連携して取り組
む。
また、外部講師を招いて交通安全講話や
薬物乱用防止講座等を開催し、いのちの
大切さや他者への思いやりを学習し、実
践する。

「生きる力」を持った思いやりのある人
材育成に期待する。教職員、スクール
カウンセラー等連携を密にし、生徒
個々に応じた指導を願うとともに、規律
正しい生活の更なるレベルアップを期
待する。

学習指導
本校入学前に不登校や学校を休みがちで
あった生徒、基礎・基本的な学力が定着し
ていない生徒及び学習に取り組む姿勢が
身に付いていない生徒が依然として多く、
そのような生徒たちに対する適切な対応と
指導が必要である。また、三修制生徒の
「高等学校卒業程度認定試験」の受験に
よる単位修得の負担軽減のため、各種検
定及び技能審査合格者に対する単位修
得を認定する制度を昨年度設け、生徒た
ちはその制度の活用を始めている。

学び直しの観点を考慮し、基本的学力の
定着を目指した補助教材の作成や個々の
学力等の状況を考慮した効果的な指導に
より、学習内容の着実な定着を行う。欠課
時数が増加傾向の生徒には随時指導を
行い、保護者と連絡を密にし連携を取りな
がら細やかな指導を行う。また、資格検定
に合格すること等を励みにして学習意欲を
高めるよう指導する。また、三修制の生徒
における負担が軽減するよう増加単位を
認定する制度を活用することを促す。

社会に出てから必要となる、基礎・基本
的な学力とコミュニケーション能力をき
ちんと習得できる体制を整えて欲しい。

進路指導
４月当初におこなった進路希望調査では、
卒業予定者２１名のうち、進学希望者４
名、就職希望者８名、家業１名、未定者８
名であった。未定者が多く、また進学・就
職希望者であっても具体的な方向がまだ
定まっていないと回答する者が多く、前途
多難である。さらに就職については、本年
度も指定校求人の見込みは少なく、Web
求人等の活用が必要である。

昨年度同様に授業や休憩時間等あらゆる
機会をとらえて、粘り強く生徒に声かけを
おこなっていくことはもちろんのこと、まず
は、ここ数年の進路部の課題となっている
「応募前サマー企業ガイダンス」への積極
的な参加を呼びかけたい。さらに外部講
師を招いて働くことの意義や就職支援・自
立支援等についての講演を予定してい
る。

関係機関との連携を密にし、生徒個々
の進路意識を向上させ、希望進路の実
現を図って欲しい。

本年度の成果として、進路部長年の懸案
であった「応募前サマー企業ガイダンス」に
７名の生徒が参加し、そのなかの男子生
徒が希望していた企業に内定できたことが
あげられる。指定校求人がほとんどないな
か、少しの可能性も見逃すことなく今後も
積極的にこのような機会を生徒に紹介して
ゆきたい。また４月当初は、進路未定者が
多く心配したが、進路部及び当該担任の
先生方の働きかけにより、前年度並みの
進路決定率を達成することができた。

引き続き、外部組織・機関との連携を密に
し、生徒により多様な進路情報を提供でき
るよう努める。

B

昨年度の反省に基づき、働くことの
意義や就職に向けての職業意識の
持ち方等について外部講師を招い
た講演を実施したところ生徒の反応
も良かったので、従来の担任主導の
LHRに加え、来年度もこういった形
の講演を是非、実施したい。

定時制の特長を活かし、生徒の個性に合
わせたコミュニケーション手段を用い、教
育相談やカウンセラーとも情報共有をする
ことでいじめ等を未然に防ぐことができた。
外部講師の講話においても生徒たちが主
体的に参加し、真剣に耳を傾けることがで
きた。

ホームルーム活動を通じて、学校での生
活習慣の見直しや登下校時の安全につい
て指導の充実を図る。また、学校行事等の
内容を充実させ、クラス及び学校全体で親
睦を深め、交流を広げることで社会性や協
調性を身につけることができるよう指導し
ていく。

A

交通安全、たばこ・薬物の有害性、
スマホやSNS等における情報モラ
ル・セキュリティ・リテラシーの指導を
継続していく。今後も生徒への声掛
けを大切にし、生徒一人ひとりに適
した指導を行うことができるよう学校
全体で取り組んでいく。

各科目で、中学校までの既習事項等を含
めて基本的な学力が着実に定着する授業
を実施した。また、生徒たちが学習の楽し
さや達成感を感じることができるよう心が
けてきた。多くの生徒は、教員の授業に対
する熱意を感じ、理解しやすいと感じてい
るようである。夏季休業中に国語、数学、
理科、社会、英語、商業の教科で補習講
座を開講する等、学習意欲の高い生徒に
も対応した措置をとってきた。

引き続き、基本的な学力が定着するように
努め、授業の展開方法の工夫やよりよい
補助教材の作成する。学力差や多様な個
性を持つ生徒一人ひとりが理解でき、授業
に積極的に参加しようする意欲を引き出せ
るものにするための工夫も必要である。ま
た、学力の高い生徒や進路希望が明確な
生徒に対応するため、授業以外で発展的
な学習ができる機会を与える必要もある。

B

生徒一人ひとりの学力に対応した授
業と指導が必要である。特に、基礎
学力の向上が必要な生徒は欠課時
数が多いと思われ、生活習慣と合わ
せて指導していく必要がある。また、
学習意欲の高い生徒については、
その進路を保障するためにも、長期
休業中の補習講座を継続して、個々
の生徒が必要な学力を身につける
ことができる環境を整える必要があ
る。

自　己　評　価 改善充実策 達成度 次年度への課題と改善策

今年度は9月19日3，4限に地震と津波を想
定した停電下での避難訓練を行う。その
後、視聴覚室で住宅耐震化と家具転倒防
止対策の重要性を伝えるDVD鑑賞して、
感想文を書かせる取り組みを行う。生徒は
迅速に行動できたが、緊張感が不足して
いたと思われる。

避難訓練を実施するにあたり、今ある知識
だけでは限界があるので、外部の県危機
管理局 危機管理･消防課に電話して防災
訓練の「出張！減災教室」の実施について
話を伺うも利用まで至らなかった。 B

救急救命講習を実施することが今年
度の課題だったが出来なかった。次
年度に持ち越しの課題となる。ま
た、避難訓練に緊張感を持たせる工
夫が必要である。
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○社会の変化に対応できる思考力・判断力・表現力を身につけた生徒の育成
○平和を愛し、人権やルールを大切にする人間愛に満ちた生徒の育成
○運動能力を高め、健康で安全な生活を営む生徒の育成

　　本年度の重点目標

　○安全教育の推進
　○豊かな心の醸成
　○確かな学力の育成

・自他の安全に配慮して安全な行動がとれるよう、安全教育を推進する。
達

成

度

・基本的生活習慣を確立させ、豊かな人間性と創造性を備えた生徒を育成する。

・基礎・基本を定着させ、情報化社会に積極的に対応できる能力を養う。

・勤労を重んずる精神を養うとともに、個人の適性に応じた進路指導を推進する。


